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みなさま、新年明けましておめでとうございます。
ダイヤモンド・プリンセス号で横浜から全国にコロナ感染が拡大しはじめたのが

2020年2月、コロナ禍で3度目の新年を迎えました。まだまだ収束する気配はありま
せんがコロナ肺炎が重症化することが稀になり、ウィズ・コロナの日常が当たり前に
なってきました。

2022年は当院でもクラスターによる一部病棟の入院停止が2回あり、多大な迷惑を
おかけしました。第7波の感染拡大に伴い7月末から7床のコロナ中等症病床を稼働さ
せ、院内でもゼロ・コロナからウィズ・コロナ路線に変換しました。感染を恐れず、
職員・入院患者に感染者が発生したときの対応マニュアルにしたがい、院内感染によ
るクラスター拡大予防には万全を期しています。
忘年会や新年会、勉強会などで皆が集まる機会が失われているのはまだ変わりませ

んが、少しずつウィズ・コロナの日常に慣れて楽しむことができるようになってきた
かと思います。
今後も当院は磯子地域の急性期・回復期医療の中心を担えるように、周辺の高度急

性期病院・医院・介護施設・在宅医療との連携を緊密に維持したいと考えています。
今年もよろしくお願いいたします。

新年のご挨拶

医療法人光陽会

磯子中央病院院長小島利協

磯子中央病院

～理念～
親身・信頼・連携

日頃の看護実践を客観視し、
新たな看護の創造と看護の質
の向上を図っています.

☆看護部理念☆
「やさしく」「温かく」

「前向きに」

～２０２２年看護研修発表会を開催しました～

研修発表会の様子 多職種の職員が参加しました
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金曜日午前枠を増設しました‼

2022年11月11日(金)に磯子区医師会・インテグラジャパン株式会社にご共催頂き

“正常圧水頭症”をテーマに「第四回 磯子区地域医療連携会」を開催することができま

した。

近隣のクリニックの先生方をはじめ、ZOOMでも多くの方々にご参加頂きました。

≪特別講演≫

『転倒予防の観点からみた正常圧水頭症』

東京共済病院 脳神経外科部長

2022年第9回日本転倒予防学会学術集会 会長 鮫島 直之 医師
≪講演≫

『正常圧水頭症の診断から治療まで』

磯子中央病院 脳神経外科 浅田 裕幸 医師

地域の先生方との交流を深めることで、さらに磯子区の地域医療に貢献できるよう、

このような医療連携会を定期的に開催していきたいと考えております。

地域の方々のご要望を取り入れながら、より実りある会にして参ります。是非お声

をお聞かせください。

鮫島 直之 医師浅田 裕幸 医師 会場の様子

【木曜日・金曜日】9：30 / 10：00（祝日を除く）
1. 受診当日は絶食となります。（水・お茶はお飲みいただいて差し支えありません）

2. ビグアナイド系糖尿病服用中の方は、検査２日前・検査当日・検査後２日は

薬の服用を中止するよう患者様へお伝えください。

3. 喘息・ヨード過敏症・腎機能異常の方は造影剤検査は基本的に禁忌となります。

体内デバイスが入っている方は事前にご連絡ください。

※ 紹介元医療機関にて検査の注意事項をお伝えください
※ 結果は後日紹介元医療機関へ郵送いたします

鮫島 直之 医師

※iNPH.jpウエブサイトより引用
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